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2023/1/24 日本経済新聞 朝刊 

社説「君には文才がある。執筆活動に力を入れてみたら？」「写真もうまかったね。そ

っち方面はどうかな」。ピアニストの舘野泉さんが脳出血で倒れ、右半身不随になったとき、友

人たちはこんな言葉をかけて励ました。ピアノは、もう弾けない。そう思っていたからだ。 

▼「ピアノは 2 本の手で弾くもの」。舘野さん自身も目に見えない枷（かせ）にとらわれていた

と著書「命の響」で回想している。2 年後、67 歳で左手のピアニストとして再起を志す。周りは

また心配した。興味本位のお客さんが来てくれても長くは続かない。世界各地で年に 50 回以

上、演奏をするその後の活躍は、周知のとおりだ。 

▼車いすテニスの国枝慎吾選手が現役引退を明らかにした。四大大会とパラリンピックで頂点に

立ち、世界ランキングは 1 位。車いすテニスはツーバウンドでの返球が可能だ。が、巧みなチェ

アさばきで右に左にターンしつつ、多くをノーバウンド、ワンバウンドで打ち返す。スーパープ

レーはパラスポーツの見方も変えた。 

▼国枝選手は子供のころから車椅子にのり、障害のあるなし抜きに、学校の友だちとスポーツを

楽しんだ。舘野さんの左手はいま、ピアノの 88 鍵上を華麗に躍動してメロディーと和音を奏で

る。「できない」と考えるより、「枷」を取っぱらい、一歩を踏み出した。技巧を超えて 2 人の 

プレーが人の心を揺さぶる理由だろう。 

 

平岡和矩のコメント 
 この記事は、日頃から、自分自身に無意識に常識にあてはめていることに気づかれるのではな 

いか？そして、それに気づいた人間は、殻を破り、成功への道を進むことが出来ることの象徴と 

思います。皆様「思い当たりませんか？」 

 ご報告、私は、１月２０日をめどに退院予定を考えておりましたが、その直前に、軽い誤嚥性

肺炎を起こしてしまい、もう少し暖かくなるまで、慎重を期し、延期の決意を致しましたので、

ご報告申し上げます。早く元気になり、皆様とお目にかかれることを楽しみにしております。 

 

《慶事》嬉しいご報告です。当社関係会社様の サンコロナ小田株式会社様が「次
代を担う繊維産業企業 100選」に選ばれました。心からお祝い申し上げます。 
 
＜執筆者ご紹介＞ 
 さて、今月号より、２０１７年１２月に７日に夢テクセミナーのゲスト講師としてお招きいた

しました、お忙しい星野先生に青木毅氏から引き継ぎ、有難いことに、原稿のお願いが出来まし

た。心から深く感謝申し上げます。 

星野芳昭（ほしの よしあき） 

      慶應義塾大学卒業後、1981 年マネジメントの専門団体に入職、1985 年大手マネジメントコ 

      ンサルティング会社に入社以降、主に上場企業の経営調査、組織改革、業務プロセス改革、 

      業績評価・人事制度改革、マネジャー育成等のプロジェクトに携わる。2013 年独立。現在は 

      企業統治、内部統とリスクマネジメント、執行役員育成等独自のプログラムを実践展開中。 

        株式会社スターガバナンス代表取締役。。info@stargovernance.co.jp 
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不易流行の人的資本経営（１）             経営コンサルタント 星野芳昭 

この度、第３３２号となる KSK Newsの連載の機会を頂き大変光栄です。 

 

１． タイトルの背景 

平岡和矩先生が長年強調されている「経営者の哲学が、人づくりを通して組織の隅々まで浸透し、カタ

チとして社内外へ発信できている企業ほど強い企業はない」は経営の本質的な在り方、不易です。一方で

昨今の技術革新の劇的なスピードアップ等を取り入れていくことも重要です。不易無き流行は軸足がなく、

流行なき不易は実態に合わなく、いずれも長期的な人づくりに結びつきません。 

２．人を資本として捉えることは哲学そのもの 

人づくりとは人を材料として捉えるのではなく、人を財産として捉えることです。経営者は人財価値を高める

ための従業員の成長支援を行う責任を持ちます。例えば新入社員の採用と配置は資産の取得であり、そ

の後、配置や研修等により人財価値を高めていくことになります。 

３．人的資本を充実させるための経営者、マネジャーの基本姿勢 

人的資本経営を組織に浸透させるためにはマネジャーがメンバー（部下）のキャリア開発を、より大局的な

観点から支援することが求められます。特に、会社に対して居心地の良さを求めることよりも、自身の今後

の成長可能性に強い問題意識を持ち、その観点から所属する会社を評価するメンバーが近年増えてき

て、それが離職率に歯止めが掛からない要因と考えられます。 

マネジャーがメンバーにキャリアのアドバイスを行う際に気を付けるべき点はやはり不易流行です。マネジ

ャーがメンバーのかつての頃と今とでは時代が異なると受け止められては上手く意思疎通が出来ません。 

４．２つを見抜く力の重要性 

成長支援型のマネジャーには「これからの世の中を見抜く力」と「一人ひとりの才能を見抜く力」の２つが求

められることと考えます。私は新潟県長岡市の出身で、生まれ育った町内には司馬遼太郎の「峠」の主人

公となった河井継之助の生家があります。河井は１８６８年、北越戊辰戦争で軍事総督として新政府軍と戦

い、足に傷を負い、自らの死を覚悟した際に、長年河井に師事し最後まで行動を共にした外山寅太に対

して「これからは実力のある者が勝つ世の中となる。戦争が終ったら商人になれ」と諭し、福澤諭吉にあて

た添書を渡しました。この時、河井は４１歳、外山は 25歳。この外山寅太が後の外山脩造となり、その添書

を持参し福沢に会い、慶應義塾に入塾、卒業後は大蔵省に入り、１８７８年渋沢栄一の斡旋で大阪第三十

二国立銀行（浪速銀行の前身）の総監役として銀行経営全般を委ねられました。その後日本銀行初代大

阪支店長に就任、さらに１８９１年、大阪に日本初となる商業興信所を設立、様々な実績を積み、１９０９年

に阪神電鉄社長に就任。阪神タイガースの名前は外山の幼名に由来したという説があります。また関西の

１００年を創った男として本でも紹介されています。 

河井は明治維新を知らずして４２年の生涯を終えましたが、これからの世の中を見抜いていました。さらに

大勢の藩士、部下がいた中で外山の才能を見抜く力も持ち合わせていたことがわかります。河井継之助

→福沢諭吉→渋沢栄一という流れの中で外山脩造は経営者としてのキャリアを形成してきましたが、外山

の才能を見抜いた渋沢栄一も平岡円四郎の取り立てがなければ一橋家の家臣以降のキャリアは実現して

いなく、平岡も世の中を見抜く力と渋沢の才能を見抜く力があったのではないでしょうか。 

 



〈楽しい実践心理学教室〉 

皆様、このアンケートは、就職面談にご利用できます。記入後は、その後の作業と

してレポートを提出して頂くことが重要です。その内容は、何が出来て、何が出来な

いか、を自覚・認識して頂くことが第一歩です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



いつも丁寧に、ご覧頂き、感想をご提示頂き、とても有難い存在です。感謝申し上げます。 

１月号の第１ページのご感想です。皆様、思い出されることを願っております。 

 

さて、今回の平岡先生のコメント、「今、人材はあっても、人財になっているかどうか？」はまさに 

時宜を得ている考察だと思いました。2021年 12月に三省堂の国語辞典に「人財」という言葉が含まれる 

ようになったことと、昨今、世界の機関投資家からの要請で上場企業には人的資本に関する情報開示が 

義務付けられたこともあります。 

私も昨年来、上場企業の人事部門やトップからこの人的資本に関する情報開示、例えば研修受講者

数だけでなく具体的なスキルを身に付けた従業員数や執行役員、取締役の後継者育成状況などまさに

「人材ではなく人的資本、財産としての人財、その蓄積度合い」を提唱しています。さらに人的資本の蓄

積度を高めるためには平岡先生言われている再教育、リマインド、リスキリング、リラーニングが必須で

あり、それは外部専門家の知見と経験を活かすこと、そのための費用はコストではなくインベストメントで

あることを強調しております。 

阪神電鉄の創業者の外山脩蔵は私の郷里である新潟県長岡市の出身で、幕末の長岡藩で河井継之

助と最後まで共にしていました。当時は寅太と言われていました。河井は外山の能力を高く評価しており 

戊辰戦争で長岡城が落ちた際に外山に対して「これからは実力のある者が勝つ世の中となる。戦争が終

ったら商人になれ」と諭し、福澤諭吉にあてた添書を残しました。外山は添書を持って慶應義塾に入り、

卒業後に大蔵省で渋沢栄一の斡旋で大阪第三十二国立銀行の経営を任され、その後、アサヒビール、

大阪瓦斯、阪神電鉄等を設立しました。阪神タイガースの名前は外山の幼名から取ったと言われていま

す。実は河井継之助の生家と山本五十六連合艦隊司令長官の生家、そして私の生家も同じ町内になり

ます。河井は不運にも明治維新を見ることはありませんでしたが、「時代の潮流を読み取る力」と「一人一

人の人財を見抜く力」があったのではないかと考えています。この河井と外山の関係はまさに平岡円四

郎と渋沢栄一との関係にも通じるものがあるのではないかと再認識をしております。 

さて、今年も大阪での仕事がありますので、是非、先生と奥さまにお目に掛かれれば幸いであります。 

新しい生活が円滑に充実されますように。よろしくお願いいたします。星野芳昭 拝 

 

＜迷子＞ 

転居して困るのは、土地勘が無いのがどんなに不便であるかを痛感致しました。それと、車目線と

徒歩目線が違うことに気づきました。枚方市が圧倒的に長く、この界隈の寝屋川市は、約１ケ月、枚方

は、何処に行っても自分の位置状況が分かるのと、仕事で大阪市内４０年ですからこれも迷うことが

無い、この界隈は、通ったことなく、車では、判りにくい位置です。香里園駅から自宅までは、流石に迷

うことがありませんが、バス経路が先ず分からないので、５キロも道に迷い、空タクシーも捕まらず、通

りすがりの方々に尋ねながら徒歩で、無事帰宅を何度か経験。そこで、いろいろなこと学びました。先

ずは、地図・地名を覚えることに専念することでした。そして感じた事は、徘徊老人の気持ちが痛いほ

ど理解できました。まずは、無事に帰宅できたことは、「まだ大丈夫」と言う確信を得てほっとしてい

る、今日この頃です。 

ご意見・ご感想をぜひお寄せ頂きます様、お待ち致しております。 

株式会社ケー・エス・ケー夢テク研究所 平岡外喜子 
連絡先 E メール ksk@yumeteku.com 

〒572-0021 大阪府寝屋川市田井町３３―４６ 

 


